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邑楽町中央公民館建設計画

いよいよ始動

　
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
の
代
表
者

で
構
成
さ
れ
た
邑
楽
町
中
央
公
民
館
建
設
検

討
委
員
会
は
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
こ
れ
ま

で
１
年
10
か
月
に
わ
た
っ
て
、
13
回
の
会
議

や
視
察
見
学
会
な
ど
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
邑
楽
町
中
央
公
民
館
建

設
基
本
構
想
か
ら
、
中
央
公
民
館
が
目
指
し

て
い
る
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
基
本
理
念
・
設
置
目
的

①
町
民
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
中
核
施
設

と
し
て
、
町
民
誰
も
が
学
ぶ
喜
び
や
成
長

す
る
喜
び
を
実
感
で
き
る
「
地
域
の
学
校
」

を
目
指
し
ま
す
。

②
学
習
活
動
や
施
設
運
営
へ
の
参
加
を
通
し

て
、
町
民
が
自
由
や
民
主
主
義
に
つ
い
て
体

験
的
に
学
び
、
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

に
自
発
的
に
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
な
「
民

主
主
義
の
学
校
」
を
目
指
し
ま
す
。

③
町
民
の
趣
味
や
教
養
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
心
身
の
健
康
や
文
化
の
向
上
に
つ

な
が
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

④
子
育
て
や
環
境
問
題
、
少
子
高
齢
化
問
題

な
ど
、
暮
ら
し
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
、
そ
し

て
新
た
な
地
域
課
題
に
向
き
合
う
学
習
活
動

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
多
目
的
ホ
ー
ル
を
有
効
活
用
し
、
演
劇
、

音
楽
、
講
演
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
町
民
に
優
れ
た
芸
術
文
化
に
ふ

れ
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の

日
常
的
な
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し

て
活
用
し
な
が
ら
、
芸
術
文
化
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

⑥
町
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
町
民
や
団
体
の
連
携
、
交
流
を
創
り
出
し
、

統
合
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
か
ら
新

た
な
芸
術
文
化
の
芽
を
生
み
出
す
場
と
し
ま
す
。

⑦
音
楽
や
演
劇
の
発
表
や
鑑
賞
、
文
化
財
の

学
習
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
育

て
る
学
校
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
へ
の
情
報
提
供
や
研

修
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

⑧
町
民
の
多
様
な
学
習
要
求
に
応
え
な
が

ら
、
学
習
機
会
や
学
習
資
源
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲邑楽町中央公民館建設予定地（役場庁舎西側）

町
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
期
間
で
中
央
公
民
館
建
設
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
長
い
間
計
画

さ
れ
な
が
ら
、
な
か
な
か
実
現
で
き
な
か
っ
た
中
央
公
民
館
建
設
に
向
け
て
、
本
年
度
は
設
計
者
を
選
定
す
る
た

め
の
経
費
と
基
本
設
計
・
実
施
設
計
の
委
託
料
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
に
は
、
選
り
す
ぐ
り
の
建
築
事
務

所
の
中
か
ら
中
央
公
民
館
を
設
計
す
る
の
に
最
も
適
し
た
設
計
者
を
選
ぶ
た
め
の
設
計
提
案
審
査
委
員
会
が
発

足
。
設
計
者
の
選
定
に
向
け
て
の
具
体
的
な
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
注
目
を
集
め
る
中
央
公
民
館
建
設
事
業
の

「
い
ま
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
な
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
邑
楽
町
中
央
公
民
館

建
設
事
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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⑨
地
区
集
会
所
（
自
治
公
民
館
）
を
学
習
と

町
民
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
職
員
が
地
域
に
出

向
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
の

人
た
ち
の
学
習
を
支
援
し
ま
す
。
中
央
公
民

館
は
、
そ
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能

さ
せ
ま
す
。

⑩
性
別
・
職
業
・
世
代
を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま

な
町
民
が
集
い
、
出
会
い
や
交
流
を
重
ね
る

場
と
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
学
ん
だ
こ

と
を
地
域
や
家
庭
で
実
践
す
る
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
（
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
な
ど
）。

⑪
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

施
設
運
営
に
か
か
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
「
な
ぜ
」
と
「
な
に
」

Q
な
ぜ
今
中
央
公
民
館
を
建
設
す
る
の
で
す
か
。

A
現
在
の
邑
楽
町
公
民
館
は
、
築
40
年
を
超

え
、
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に

は
多
く
の
町
民
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
が
な

く
、
町
民
の
文
化
活
動
の
発
表
の
場
や
音
響

効
果
な
ど
に
優
れ
た
文
化
芸
術
鑑
賞
の
場
が

な
い
な
ど
、
他
市
町
村
と
比
較
し
て
文
化
施

設
の
面
で
は
遅
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

Q
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
の
中
央
公
民
館
を
建

設
す
る
予
定
で
す
か
。

A
現
在
の
邑
楽
町
公
民
館
の
面
積
１
、５
０
０
㎡

と
同
等
の
公
民
館
と
新
設
の
ホ
ー
ル
機
能
を

加
え
て
、
全
体
で
３
、０
０
０
㎡
程
度
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

Q
建
設
費
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

A
現
時
点
の
計
画
で
は
16
億
円
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

Q
町
は
今
、
財
政
的
に
大
変
な
状
況
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
に
多
額
の
建
設
費
が

ま
か
な
え
る
の
で
す
か
。

A
中
央
公
民
館
の
建
設
で
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
（
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
交
付
金
）

が
40
％
程
度
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
か
ら
中
央
公
民
館
建
設
の
た
め
の
特
別
の

貯
金
（
社
会
教
育
施
設
建
設
基
金
）
の
積
み

立
て
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
積
み
立
て

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
基
金
や
、
元
利
償
還
金

に
か
か
る
国
の
地
方
交
付
税
措
置
が
見
込

め
る
特
別
な
借
入
金
な
ど
も
活
用
が
可
能
な

た
め
、
町
の
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
は
そ

れ
ほ
ど
多
額
に
は
な
ら
な
い
見
込
み
で
す
。

Q
そ
れ
だ
け
の
お
金
が
あ
れ
ば
、
福
祉
な
ど

ほ
か
の
施
策
を
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A
町
民
の
幸
福
を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

狭
い
意
味
で
の
福
祉
の
事
業
だ
け
で
は
な

く
、町
民
の
健
康
維
持
や
生
き
が
い
の
創
出
、

町
民
同
士
の
温
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
中
で
実
現
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
育
や
文
化
に

か
か
る
施
策
も
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
に
か
か
る

施
策
も
、
そ
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
あ
れ

ば
町
民
の
幸
せ
が
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、ど
ち
ら
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
央
公
民
館
の
建
設

を
進
め
な
が
ら
も
、
他
の
事
業
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
こ
と
な
く
、
ど
ち
ら
も
全
力
で
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

Q
ど
ん
な
利
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

A
住
民
の
生
涯
を
通
じ
た
学
習
の
拠
点
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
学
級
・
講
座
、
自
主
的
な
サ
ー

ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

新
設
さ
れ
る
ホ
ー
ル
で
は
、
成
人
式
を
は
じ

め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
式
典
な
ど
町
の
行
事
、

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
文
化
団
体
の
発
表

の
場
、
町
内
の
ピ
ア
ノ
教
室
や
ダ
ン
ス
教
室

の
発
表
会
、
小
・
中
学
校
の
学
校
行
事
な
ど

幅
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
な
お
、
ホ
ー
ル
は
固
定
席
で
は
な
く
、

可
動
席
を
基
本
に
し
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
も
活
用
可
能
な
多
目
的
に
活
用
で
き
る
形

態
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Q
町
民
の
意
見
を
設
計
に
反
映
す
る
方
法
は

あ
り
ま
す
か
。

A
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
設
計

者
と
建
設
検
討
委
員
会
や
町
議
会
な
ど
と
の

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
設
計
を
進
め
る
と

と
も
に
、
積
極
的
な
情
報
公
開
、
町
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
お
手
紙
や
メ
ー
ル

な
ど
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と
も

大
歓
迎
で
す
。

年　月 内　　容 摘　　　要

昭和62年 3月 邑楽町第三次総合計画

邑楽町第三次総合計画（昭和 61 ～
70 年度）で「中央公民館（総合芸
術文化施設）の建設を推進」と位置
づけた

平成05年09月 用地買収 中央公民館用地の取得を完了

平成 8年 3月 文化ホール（仮称）設
置に関する請願採択

町議会 3月定例会で町民 8,162 人
分の署名を添えて「文化ホール（仮
称）設置に関する請願」が提出され、
全会一致で採択された

平成21年11月
多目的ホールを備えた
中央公民館（仮称）設
置に関する要望書提出

町民 1万 802 人分の署名を添えて
「多目的ホールを備えた中央公民館
（仮称）設置に関する要望書」が町長・
議長に提出された

平成24年10月 第 1回中央公民館建設
検討委員会

委員の委嘱、今後の検討課題・スケ
ジュールの確認（以降、現在まで計
13回の会議、3回の視察を実施）

平成25年11月 中央公民館建設検討委
員会報告（答申）

基本構想・基本計画（案）を町長に
提出

平成26年 6月
設計提案審査委員会設
置要綱・設計者選定競
技実施要綱公布

6月 4日付で告示（平成 26 年邑楽
町要綱第 27号及び第 28号）

平成26年06月 入札審査会 設計者選定競技参加指名業者の決定

❖邑楽町中央公民館建設事業の主な経過

　　　　♪邑楽
町中央公民館いよいよ始動
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建
築
物
の
設
計
者
を
選
ぶ
た
め
に
は
、
最

も
金
額
の
安
い
業
者
を
選
ぶ
通
常
の
入
札
制

度
は
、
必
ず
し
も
適
当
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

建
築
物
の
設
計
の
場
合
、
設
計
の
内
容
や
そ

の
結
果
は
、
設
計
者
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

生
じ
て
き
ま
す
。

　「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
は
、
具
体
的
な
設

計
案
を
競
う
設
計
競
技
（
コ
ン
ペ
）
方
式
と

は
異
な
り
、設
計
者
や
設
計
組
織
（
チ
ー
ム
）

の
持
つ
創
造
力
や
技
術
力
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
の
蓄
積
に
基
づ
く
専
門
家
と
し
て
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
審
査
し
、
最
も
適
し
た
設
計
者

を
選
定
す
る
方
法
で
す
。
設
計
案
で
は
な
く

「
人
」
を
選
ぶ
の
で
、
設
計
の
初
期
の
段
階

か
ら
設
計
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
た
協
働
体

制
の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

発
注
者
（
町
・
町
民
）
の
意
見
や
要
望
が
反

映
さ
れ
や
す
い
シ
ス
テ
ム
と
言
え
ま
す
。

中
央
公
民
館
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
進
め
方

①
町
の
入
札
審
査
会
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

な
ど
を
も
と
に
、
７
〜
10
社
程
度
の
設
計
者

を
選
定
。
設
計
提
案
書
の
提
出
を
求
め
る

②
提
出
さ
れ
た
設
計
提
案
書
を
も
と
に
、
審

査
委
員
会
で
一
次
審
査
を
行
い
、
さ
ら
に
３

〜
５
社
に
絞
り
込
む

③
②
で
絞
り
込
ま
れ
た
３
〜
５
社
に
公
開
の

場
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
い
、

審
査
委
員
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
も
ら
う

④
設
計
提
案
書
と
③
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
、
審
査
委
員
会
が

最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
設
計
者
１
社
を
決
定

す
る

⑤
審
査
委
員
会
に
選
定
さ
れ
た
最
優
秀
設
計

者
と
町
で
設
計
業
務
委
託
契
約
を
結
ぶ

審
査
委
員
は
こ
ん
な
人

　
審
査
委
員
は
、
町
長
が
委
嘱
し
た
次
の
５

人
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長

　
和
田
幸
信（
足
利
工
業
大
学
教
授
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❖提出された設計提案書を公開します
　あなたのお気に入りの提案に投票してみませんか
　町に提出された設計提案書を広く町民の皆さんに公開します。お
気に入りの提案書を選んでいただく模擬投票も実施します。あなた
の選んだ提案書が審査委員会でどのように評価されるか、ご自分も
審査委員になったつもりで投票してみませんか。
　なお、この投票結果は、審査委員会での審査の参考にさせていた
だきますが、必ずしもその票数に拘束されるものではありませんの
で、あらかじめご承知おきください。
▶期日：８月 26日（火）午後１時～ 31日（日）午後５時まで
※公開初日・最終日を除く公開時間は午前９時～午後９時 30分。
▶会場：邑楽町公民館ロビー

❖公開プレゼンテーション実施のお知らせ
　最終審査に残った設計業者によるプレゼンテーションや審査委員
との質疑応答を公開します。あなたも、ご一緒に歴史的瞬間に立ち
会いましょう。
▶期日：９月 15日（月・祝）
▶時間：午前 10時～午後０時 30分
▶会場：邑楽町役場３階大会議室
※事前申し込みは必要ありません。当日会場に直接お越しください。
　なお、午後から実施予定の審査委員による審査は、非公開とさせ
ていただきます。審査の経過・結果については、後日広報おうらや
町ホームページで公表します。

足利工業大学教授
和田幸信さん
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邑楽町音楽連盟副会長
安部逢

か る こ

瑠子さん

邑楽中学校演劇部部長
築比地令華さん

コーラスなどの発表会で、
大勢の人たちが収容でき
るホールや車いすの人が
利用しやすい設計を期待
します。また、いろいろ
な人たちが集まって、気
軽に交流のできる空間が
あると、とても便利です
よね。長年待ち望んでい
たので、とても楽しみに
しています。

中学校の演劇部の大会は、
ホールを備え付けた町外
の会場まで行っています。
近くに中央公民館ができ
たら、大会の会場として
も利用できると思うので
うれしいです。中央公民
館が完成して演劇部が公
演することができたら、
後輩たちの舞台をぜひ見
に行きたいです。

●
審
査
委
員
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に
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を
伺
い
ま
し
た

♬ Interview ～ 私たちのねがい ～
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鶉地区の都市計画道路
変更案が出来上がりました

路線番号 路線名 変更内容

３・５・81 東耕地大山線 線形、幅員を13mから６mに変更

３・５・80 鶉中央線 交差点前後の幅員縮小、車線数の決定

３・４・31 北部幹線 交差点前後の幅員縮小、車線数の決定

【対象となる都市計画原案】

●都市計画道路って？
都市計画道路は、将来の理想的な住みよいまち
づくりの骨格となるもの。私たちが毎日の生活
を安全・快適で便利に送れるよう都市計画法で
位置づける道路です。
普通「道路」というと、人や物資輸送のための
交通施設という役割だけを考えがちです。でも、
都市計画道路はそれだけでなく、
①生活環境上の空間として魅力を持った道路
②都市防災の機能を持った道路
③都市景観の形成に役立つ道路
④市街地の誘導や発展などを考え、将来の都市
　形成の骨格となる道路
などの特徴を持っています。

都市計画道路説明会
▼期　日　８月 13 日㈬、14 日㈭、15 日㈮、
                  　        18 日㈪、19 日㈫、20 日㈬
▼時　間　午前８時 30 分～
▼会　場　鶉土地区画整理事務所
　　　　   〒370-0601
　　　　   邑楽町大字鶉 724-1

都市計画原案の
説明会を
実施します

▼問合先 :鶉土地区画整理事務所 Ｇ70-2146  Ｃ89-8501  E-mail  uzura@swan.town.ora.gunma.jp 

ま　ち
づくり

　


